
東北農業研究 (Tohoku Agric Res)41 117-■ 8(1988)

転換畑大豆に対する基肥窒素の施用適量
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l  は  し め に

水回転換畑は水稲栽浩当時に土壌改良資材が十分投入さ

れているため化学性は改善され,しかも肥沃である。この

ような畑に大豆を栽培すると生育が過剰になりやすく,し

ばしば倒伏もみられ増収しないことがある。転換初作目の

大豆に対する基肥窒素量は012″ /α 以下がよいことは既

に報告されて明ら力

“

こなっている1)。 また 2作日以降の基

肥窒素は標準量にするのが一般的である。

そこで,作付け前の土壌中の有効態燐酸含量及び置換性

塩基類含量を毎年一定にすることを前提に,晩生種のスズ

ユタカを用いて同一畑で 3年間基肥窒素の施用量について

検討 し,水回転換経過年数に応じた大豆の基肥窒素量を明

らか |こ しようとした。

2試 験 方 法

に)試験圃場 : 昭和60年水回転換畑,雄物川沖積埴壌

土 ,細粒灰色低地上,作付前のILE中の全窒素は018%程

度,3年間とも同一圃場で実施し,同一試験区を配置した。

(劾 供試品種 : スズユタカ

0)基肥窒素施用量は① O ②01 ③02 003 ⑤04

″/`の 5水準として硫安を使用 した。

(41 1区 面積及び区制 : 1区336″ ,3区制

表 1 耕種概要

62年

播種期 〈月 日) 6 5

` 8
栽 植 様 式 70昴 X13" 2本 立て (1''本 /″ )

施 1巴 量 (″ /4)

有効態度燐曖及

び置換性塩基類

の 改 真 日 標

〈電/100′ )

3 試験結果及び考察

初年目(昭和60年 )の結果 : 7月 上・中旬までの低温

で,草丈 主茎長とも短 く,開花期の乾物重は各区とも

200夕 /22F程度と少なかった。開花期ころから登熱前半に

かけて高温 多照で適雨の好気象条件に恵まれたため,開
花期45日 後の乾物重は,00～ 1,000夕 /″ と重 くなった

(図 1)。 乾物重推移からみた生育パターンは初期抑制―
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図 1 基肥窒素量と地上部乾物重

後期増大型で多収型を示した。成熟期における形態調査で

は主茎長・主茎節数・分枝数及び茎の太さなどの諸形質の

試験区間差が少なく,基月巴窒素の多少が形態に及ぼす影響

は少ないと思われた (表 2)。 子実重はN-01区が475

″ノιと最も多く,04,02,0,03区の順に少なかった。

N-01区の増収要因は百粒重と奏数の増加によった (図

2)。

2年 目(昭和61年 )の結果 : 6月 下旬から7月 下旬に

かけて低温 少照に経過 し,草丈・主茎長とも伸びすぎ,

徒長・軟弱気味な生育であった。開花期の乾物重は各区と

も350夕 /″ 以上と多かった。開花期45日 後の乾物重は80

0～ 1,000夕 /″ と試験区によりばらつきが大き く,立枯

P20,08, K′ 003(過燐酸石灰,塩化加里 )

有効態燐酸は 20″ (ト ルオーグ )を 日安にし 置

換性塩基類は Ca 0 300■ ,Mg0 70“ ,K,040
暉 を目標に不足分は過燐酸石灰 ,硫安苦上,塩化

加里で補 った (lS"上層改良相当量 )。

注 昭和 60年は根粒菌を接種 した。

地上部最大期
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表 2 草丈,成熟期の形態及び収量

療
基肥N量 卓丈 I 草丈I

(″/α ) (昴 )  (")

成 熟 期 にお け る

干青「  
主茎節数 分枝数 蒸

l議、

さ

倒伏の  全 重  子実重 同左比率 子実重率
多 少

 
“

ん )(″ /α ) (%) (%)

昭和60年

0

01
02
03
04

74   160   58   103
75      158      5 6      104

74      160      5 5      109

72      15 4      5 9      104

71   159   57   103

-   89,   440   100   492
-      98 1     47 5     108      487

-   871   444   101   512
-   ,70   391   89   512
-   870   445   101   512

61年

0    113   154
0 1      110      147

02   112   151
0 3      110      168

0 4       108       147

108   195   5'    78
108      20 0      5 3      7 7

102     186     6 2      80
97      17 8      5 8       8 4

110      193      5 '       7 7

中～多  6'8  322  100  466
中   623   279   87   451

中～多  659  27'   86  425
多   665   305   95   462
多   730   342   106   472

62年

156

151

167

166

160

115   193   58   103
119      19 7      5 4      99

120      196      5 4      102

119      19 2      4 8       9 6

116      19 1      5 1       99

676   309   100   459
60 1     27 8      90     44 2

64 5     289      ,4      45 0

65 1     2, 2      88      426

668     303      98      455

少

″

″

″

″

注 草丈 I:開花期, ■:地 L部最大期
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図2 基肥Nと子実重・収量構成要素の関係

症状の株力多発したことと関係があると思われた(図 1)。

乾物重の推移からみた生育パターンは初期旺盛―後期凋落

型とみられた。成熟期における諸形質は試験区による差が

少なかったが ,倒伏はN-03,04区の多窒素区で多か っ

た (表 2)。 子実重はN-04区が342″ ノ″と最 も多く,

0,03,01,02区 の順に少なかった。子実重は奏数と相

関が高いと思われた(図 2)。

3年 目(昭和62年 )の結果 : 7月 上旬までは比較的気

象条件に恵まれたことから初期から生育は促進された。し

かし, 7月 中旬から8月 下旬までの日照不足と多雨の影響

で徒長 軟弱興味な生育となり,分枝の発生が少なかった。

開花期の乾物重は300～ 800夕 /″ と少なかった (図 1)。

乾物重の推移からみた生育パターンは昭和61年度と同様に

初期旺盛―後期凋落型とみられた。成熟期における諸形質

は試験区による差が少なかった (表 2)。 子実重はN-0
区が309″ /α と最 も多 く,04,02,01,03区 の順に

少なくなるが試験区間差は小さかった。子実重は奏数と相

関が高いと思われた (図 2)。

4 ま

土壌改良目標を定め,毎年改良資材を必要量補った場合 ,

① 基肥窒素が 0～ 04た夕/α の範囲では,大豆の生育及

び成熟期における諸形質の試験区間差力沙 なく,基肥窒素

の多少が諸形質に及ぼす影響は小さいと思われた。また
,

2年日‐3年目のような低収年では基肥窒素の多少による

収量差が小さいことから,基肥窒素以外の要因に規制され

ることが推察された。② このことから,大豆の生育,収

量は気象条件によって大きく/r右され,特に乾物重推移が

気象の影響を大きく受けるものと推察される。乾物重推移

は 3年とも異なり,生育パターンは初年目が初期抑制―後

期増大の多収型に 2年目, 3年 目が初期旺盛―後期凋落の

低収型に分類される。③ 基肥窒素の適量は初年目が01

″/ク , 2～ 3作 目は 0～04″ /α の範囲で収量差が小

さかったが,土壌中の全窒素が018%程度の沖積土では経

済性を考慮すると,無窒素で十分に大豆栽培を行えるもの

と思われた。
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